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の38動脈癖である.

方法 :CT機種は SOMATOM PLUS-Sと Pr()seed

Aceellを使用 し, スラ仁く摩 l･-2mm,チ-~ナ′し移動

速度 1-12mm.,see,imageintcrヽ,al0.5-1mm で撮

影を行い, 3次元画像再構成は敷屠値処理と MIP 処理

で行った.

例90以下であり,Cn'値150以上の敷屠値処理画像では

SAH は消去 され 全例動脈痛が掃出 された.2ト末破

裂動脈痛では直径 lIllm 以上の動脈痛が描出可能で.

直径 5mm 以下の動脈噛7.･~15個において 3t/)で rA が

DSA よりも診断責献度が高 く,直径 12mm l上上の動

脈痛 5!:8個において 3Dイ二TA が DSA よりも手術-

の貢献度が高か一,､た.

結論 :I)立体画像である 3DITAは投影画像であ

断能が高 く,largeaneurysm に対する手術への貢献度

が蔵かった.21MIP画像は血管壁石灰化巣の検出が可

能であi),neckclippingiこ際 して有用であ-'た.

0…41) 末破裂脳動脈癖に対す る Three-dimen-

si()nalCT Angiography(3Dイ二TA)の

臨床応用
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1日的＼∵朱破裂脳動脈癖に対する 3Ⅰ_)-{TA の臨床的

有用性を検討する.

く対象と方法＼対象は未破裂髄動脈噂10症例で,動脈

痛のサ 1'7:は lOmm 以下が8例.10mm 以..Lが2例

であった.3D-rrA は Iohexo1300を自動注入器を用

いて 2ml･r秒 (lOOml)静注 し.日立社製 CトW2αX)に

よるへ りカルスキャンかt-)三次元画像を得た,なお.全

症例において IAIDSA による動脈痛の確認が行われた.

(､結果)(手 動脈痛は全例において.3D-tTA で良好

に描H･･iされた.(丑 画像の解像度は良好であり.周囲の

血管や骨構造との立体的位置開陳の把握が容易であった.

く結語＼3D-CTAは造影剤の使用およびX線被爆の欠

点はあるが,外来においても実施可能な検査であり楕度

も高い.また 3D-CTA の有する三次元的情報が,辛

術の際に有用となることがある.

0142)頭蓋外頚動脈および椎骨動脈閉塞性病変
の 3D.CT Angiography を用いた診断
とその治療
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【日的】3Ⅰ}-C′Ⅰ'AIlgiography(.3D-Cl､A)を頭蓋外

頚動脈および椎骨動脈閉塞性病変の診断.術前U)ヴラン

ニングおよび術後の経過観察に応用 し,その有用性につ

いて検討 した.

【対象および撮影条件】頭蓋外閉塞性血管障害18例を

対象とし,31病変の内訳は頚部内頚動脈23,総頚動脈起

始部 1,椎骨動脈起始部 7であ--,た.使用装置は SOM-

ATOM Pl-US-Sで.画像再構成は敷尿値地理による SSR

法と MIP 処坪を用いた.

【結果】3ⅠトCTA iこよる病変の狭窄度や広がりの評価

出された. 7病変に血管内或は外科治療が行われ CEA

や椎骨動脈起始部の再建例では,石灰化や潰壕を含めた

病変を立体的に全方向かiT-'観察でき,また周囲の静脈や

骨構造との解剖学的位置開床の把握 も容易であった.短

時間で非授集約に検喪を繰 l)返すことができ.術後の評

価と foll(〕W･upにおいても有用であー.-た.

【結論】頭蓋外閉塞性血管病変において､3r}-rllA は

多くの有用な情報を提供 し､臨床応用上高く評価される.

0-∫,13) 閉塞性脳血管障害i二村す る Three-dim-

ensi()nalCT Angiography (3D{TA)

の臨床応田
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･1日的＼3I)｣二TA･MRA は ⅠA-DSA と比較 して授

熊性が′打 亡く,外来でも可能な脳血管検査法として発展

してきJ=.31}tTA が閉塞性脳血管障害の診断 ･手術

後の評価に有用か杏かi･こついて検討 したので報告する.

く対象 ･方法)対象は IA--DSA との比較が可能であー.〕

た閉塞性阻血管障害19例.閉塞性脳血管障害で発症 した

高齢者または highrisk患者 7例および bypass手術 ･

血栓内膜剥離術 (CEA)を受けた5例である.3Dイコ､A

は iohexo13m を自動注入器を開いて 2ml:秒 (total100

ml)で静注 し, 日立社魁 CT-W2000により行った.

く結果)(手 閉塞性脳血管障害19例中.10例では IA-DSA･


